
 

「津波被害における救助活動」   
－東⽇日本⼤大震災の経験から来るべく災害に備えて－ 

・阪神・淡路路⼤大震災   何が起こったか？  
・東⽇日本⼤大震災とは何だったのか？  
・30cmの⾼高さでも⼤大きな危険が  
・三重県の津波被害  
●陸陸前⾼高⽥田市で何が起こったのか  
・陸陸前⾼高⽥田市を襲った 17mの津波  
・2 分 20 秒の真実  

第 2部   東⽇日本⼤大震災から学ぶ  
〜～今までにない発想〜～  

前消防庁  国際協⼒力力官      合⽥田克彰  

1993 年年⾃自治省省⼊入省省。  
2001 年年⾃自治体国際化協会N.Y.事務所勤務時に 9.11 テロに遭遇。  
2011 年年消防庁国際協⼒力力官として、国際緊急援助隊「救助チーム」  
副団⻑⾧長、国際消防救助隊  総括官を拝命。  
東⽇日本⼤大震災では、海外からの救助隊の受⼊入れ調整を担当。  
2014 年年から雑誌「⽉月刊消防」に『魁!!合⽥田塾』を連載中  

・今後何が必要か  
・津波を想定した実戦訓練とは？  
・関係機関との連携⽅方法  
・ICS とは?  
・⽉月刊消防   「魁!!合⽥田塾」  
・ＵＳAＲ技術が必ず⾝身に付く考え⽅方  
・災害現場をイメージする  
・⼤大規模災害対応へ向けて⼤大切切なこと  
  
  
＜マーキングの参考＞  
◆「⽉月刊消防」2015.3 ⽉月号、4⽉月号  
               「魁!!合⽥田塾」第 7回、第 8回  
  
◆「⼤大規模災害時の検索索救助活動における統
⼀一的な活動標⽰示（マーキング）⽅方式の導⼊入に
ついて（消防庁通知）」  
http://www.fdma.go.jp/emergency_̲res
cue/kyukyu_̲kyujo_̲tuchi/2014/2014042
2-‐‑‒1.pdf  

津波被害における救助とは？  

●津波被害における救助とは？    
・⽣生存者の発⾒見見、救助  
・⼈人命検索索、救助⽅方法  
・重機の活⽤用  
・有効な⾞車車両、資機材  
・隊員の安全管理理  
・関係機関との連携  
・効果的な救助活動  
・海外救助隊との連携  
  
     
＜津波被害における対応の参考＞  
消防庁『東⽇日本⼤大震災における津波災害に対する  

消防活動のあり⽅方研究会報告書』    
         『⼤大規模災害発⽣生時における消防本部の効

果的な初動活動のあり⽅方検討会報告書』  
  

第１部   津波被害における救助活動  

 

 


